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任

意

制

度

に

不
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を

減

じ

た

る

結

果

せ

し

で

、
白
耳

：
：て
は
從
來
任
意
の
補
助
金
#
保
險
が
最
も
よ
く
發
達
し

:
:;
: 

義
の
下
院
は
ー
九
ー
四
¥
五
月
パ
將
に
歐
洲
大
戰
の
勃
:
て
ゐ
た
の
で
，あ
る
が
、
强
刺
主
義
が
ー
九
〇
八
年
八
月
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發
せ
ん
ミ
す
る
時)

强
制
的
健
康
、
療
疾
、
老

年

保

險

の
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#
で
實
施
せ
ら
れ
る
こ
マ
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に
な
り
.、
乙
の
法
律
に
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に
關
す
る
法
案
を
可
決
し
、
若
し
戰
爭
の
た
め
に
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よ
っ
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傭
主
は
外
國
の
時
節
的
勞
働
请
を
も
疾
病
に
對
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す
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方
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立
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に
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り
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儉
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も
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家
的
、
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際
的
市
場
は
更
に
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雜
な
る
組
織
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必
要
ミ
す
る
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又
分
業
の
程
度
小
な
る
時
は
之
に
應
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て
各
齟
の
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歴
が
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得
る
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合
も
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多
い
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十
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述
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熵
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七
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年
)
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の
末
に
於
て
も
大
製
造
業
者
は
小
數
の
都
市
に
眼 

ら
れ
た
り
し
も
> 
織
物
工
業
の
急
速
な
る

發
達
は
益
、
> 

多
数
の
資
本
的
雇
主
を
生
ず
る
こ
€
、
な

つ

れ

。

斯

く 

し
てc

l
o
t
H
e
r

の
階
齜
は
或
は
羊
毛
商
人
ょ
り
ヽ
又
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織

物

商

人

、
及

各

種

の

H

E
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種

〜

の

階

級
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進
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1
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て
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其
小
仕
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本
家
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力
旺
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g馨
州
の
狀
能
条
部
地
方
の
：

'

に
て
製
作
せ
ら
る
る
が
如
き
場
合
に
あ
り
て
、
急

激

に
一

狀
能
^
共
に
述
众
る'

C

こ

ビ

ビ

ず

る

。
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:
 

增

加

し

：つ

ら

あ

る

需

要

S

か
に
應
せ
ん
I

る
唯j 

\
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:西
部
地
方
に
於
て
は
、
0
1
0
1
,
^
^

の
途
は
、
資
本
家
が
進
ん
で
原
料
を
供
給
し
、
市
場
開I

過
程
を
支
配
す
る
^
自

ら

勞

働

し

、

激

作

に

從

^

す

る

.
 

拓
を
企
f

に
あ
る
の
み
で
あ
る
。
 

ニ I

職
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に

あ

ら

ず

し

て

、

「

企

業

者

の

地

位

に

立

ち

、
.
製

作

.

而
も
所
要
の
勞
働
並
に
按
術
は
容
易
，に
之
を
田
舍\

上
、
細
目
の
遂
行
は
之
を
織
12
以
下
各
種
の
膦
人
に
委■

の
農
民
及
都
市
の
ギ
ル

ド
の
.柬
縛
に
堪
え
中
し
て
田
.
一
す
。」

:
:

4
Uに
移
&
;し
職
人
に
求
む
.る
を
得
る
；の
.で
あ
る
。
：| 

, 
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工
業
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資
本
家
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ん
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y
s
t
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m

k
ニ
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が
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傭
ふ
ビ
^
ぞ
叉
、
'如
何
な
る
織
機
を
用
る
も
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r
を
見
る
。
一
は
資
本
の
勢
力微

；：|

にして勞、資の間其關する所に

■あ
ら
ず
し
て
唯
其
製
品
が
、
X

E
に

ょ
,

に
利
害
の
衝
突
を
認
め
ざ
る
方
面
。他
は
資
本
の
勢
力
、

6

て
潇
ら
さ
れ
た
る
時
、之
を
檢
査
す
る
の
み
で
あ
る
。
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假
令
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餘
裕
ぁ
亦
剪
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の
期
に
羊
毛
を
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1:
仕
入
す
る
の
資 

に
の
攻
浪
る
、
單
な
る
商
人
マJ

も
認
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べ
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で
な
い
。，

力
を
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欠
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^
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す
羊
毛
商
人
よ
b
其
原
料
を
仕
入
る
。
三
、
K
に
極
め 

C
l
o
t
h
i
e
r

K
よ
^v

て
雇
俯
せ
ら
る
る
者
の
數
、
極
め
て
小
資
カ
の
者
に
し
て
股
料
の
羊
毛
を
仕
入
将
ざ
る
者 

.

て
多
様
に
し
て
ヽ
或
は
彳
百
五
十
人
乃
至
ニ
西
人
の
織
ー
へ
は
市
場
に
於
て
織
絲
を
勝
入
す
る
^
玆
に
於
て
苹
毛
商 

.

E
を
服
傭
せ
し
こ
.マ

」

あ
る
も
斯
る
場
合
に
も
織
匠
は|

は
極
め
て
有
用
の
も
の
.t
な

遠

地

に

在

る

、
投
隹

一
人
のC

l
o
t
h
i
e
r

に

の

み

歷

俯

せ

ら

る

、
も

の

で

な

j

者

'̂j

織
物
業
者
ミ
の
間
の
媒
介
れ
る
の
地
位
に
立
っ
。
 

い
。
織
匠
の
外
、
各
«
の
エ
匠
を
«
俯
し
，
興
数
霄
裕\

而
し
てQ

o
t
h
i
e
r

が
織
物
.を
販
賣
す
る
に
は
、2

1

ら 

な
る
0
0
£
€1:
に
あ
>
て
は
八
?|
人
或
夫
以
上
に
す
ら
一
輸
出
商
人
に
非W

れ
ば
、Biackwell H

a
l
l
(

ロ
ン
ド
：ン 

上
る〔

又
、
0
0
0
1
$
は
其
業
を
小
規
模
に
行
は
ん
か
、大

一

織
物
市
場)

に
於
け
る
代
理
商
に
依
る
6
其
等
の
代
理 

な
る
勞
カ
を
要
せ
ホ
、
從
て
同
時
に
他
.

S

職
業
に
從
事j
商
は
製
造
者
及
池
費
者
の
間
に
介
在
す
る
織
物
商
人
或
ペ 

す
る
を
得
る
の
で
あ
る
。
 

一
迕
s

k
し
て
遂
に
後
に
織
物
業
の
支
配
者
た
る
^
到 

'

■f
l
iし
て
、Q

o
g
e
r

が
其
原
料
を
得
る
の
方
法
は
、

| 

5
|
,は
、
：彼
等
^
梧
期
の
信
用
：

(

普
通
六
筒
ガ
ノ
時
に
::
:
: 

各
泌
資
力
妃
應
じ
て
之
を
5
途
に
分
0
。
 

九
筒
月
よ
6
十
五
箇
月
に
及
ぶ)

を
與
ベ
た
る
に
よ
り
、
：
 

1
:、
資
カ
に
富
む
0
1
0芬
ぎ
は
羊
毛
培
藥
者
ミ
0
0
1
-多
暈
の
織
物
を
臌
ひ
て
富
.を
な
し
た
の
で
あ
る
。
：常
時
.
'
 

5
3名
9
よ
り
莳
接
に
剪
取
し
た
る
儘
の
羊
毛
を
買
取
る
.

之
等
の
商
人
は
工
業
に
據
れ
る
^
^
蟲
な
り
ミ
^

へ
非 

v

r
SI
u
資
力
少
な
き
者
は
、
苹
毛
M
產
，地
に
赴
く
の「

難
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
?
ガ
§

前

揭P- 

51-53)

^

3 

■

.
 

:
ン

：

：
.

、
’ 

ン' 丨
-
i 

: 
- 
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.
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.
 

-
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.
 

.

. 

:

4r

•
而

し

て

十

六

世

紀

初

，葉

，に
：
於

け

....
る

、
：
主

？

Q

l

e

r並

に

寄

落

良

A
d
v
e
n
t
u
r
e
r
s
:

に
よ
る
織
敗
に
終
っ
て
居
る
。
-:
^̂
^

物
1*
1

業
及
厉
資
為
の
急
速
な
る
發
達
は
其
狀
態
並
に
相
+

¥
丨
て
、unEnished 

c
l
o
t
h

な
る
に
、
都
市
に
^
て 

瓦
關
係
k
新
發
展
を
齋
ら
し
れ
。
一、
資
本
は
勞
働
に
は
、
織
物
仕
上
及
染
色
の
技
術
的

-®
步

は

之

等

の

過

程

.
，

':
メ 

隨
.從
し
て
田
舍
に
移
り
田
舍
に
住
.む
檝
匠
も
最
早
都
市
一
を
營
む
熟
練
工
匠
に
新
勢
力
を
.與
へ
仏
。
之
等
三
個
の
.

の
商
人
に
依
賴
す
る
の
'要
な
ぐ
、
先
S
に
起
り
し
、
都
ニ
發
達
が
相
合
し
て
生
せ
る
結
果
を
約
言
す
^
ば
、
地
方 

鄭
エ
匠
間
の
對
抗
は
消
滅
し
て
、
都
鄙
資
本
的
織
物
業f

都
市
の
織
物
商
人
が
更
に
遠
地
よV

す
る
，
よ
h
大
な 

者
の
間
に
新
な
る
競
举
を
生
ず
る
.

NI.W.、

な
っ
た
-:
一、
|
る
商
業
資
本
に
よ
り
て
1
追
せ
ら
^
地
方
的
特
«
の
睬 

大

商

業

資

本

家

ば

、

ョ
ー
ロ
ッ
パ
市
場

>/」

接
觸
し
、田

舍

|

護
に
：賴
ら
ん
ミ
し
、
又
都
市
を
し
て
再
び
、
織
物
仕
上 

k
於
け
る
新
興
の
織
物
エ
業
に
對
し
、
該
地
方
商
人
0
.
|の
諸
業
に
關
し
織
物
エ
業
の
中
心
た
ら
し
め
ん
ド
，す
る 

有
力
な
る
競
爭
者
マ」

な
^
、̂田
舍
^
存
住
す
る
亡
^

^

^
に
到
っ
た
乙
ミ
^
で
あ
る
。」

は
夕
國
ir
:
t
i
r
又
は
ロ
ン
ト
ン
織
物
®
人
た
る
マ」

を

問

I
.

都
a
の
間
に
起
^
=
'し
對
抗
は
、，.土

1£
よ
な
資
本
家
の 

は
す
碑
接
、商
業
に
關
係
し
、地
方
的
商
人
の
活
動
範
圍
|
對
杭
に
移
レ
、
十
六
世
紀
を
通
ず
る
主
た
る
經
濟
的
現 

を
狹
む
る
の
結
果V」

な
っ
た
:'
0
例

令S
h
r
e
w
s
b
u
r
y

の
、

象
の
|
を
な
せ
る
も
の
で
あ
る
。都
市
の
0
1
0̂

{ミ
は
、

;
織
物
商
人
は
ロ
ン
ド
ン
商
人
が
ゥ
ュ

f
kス
に
人
を
派
法
制
の
力
を
以
て
工
業
の
發
展
を
阻
止
し
、
其
周
圍
に 

しV

 white 

c-a
t
hを
買
取
ら
し
め
、」

當
然S

h
r
e
w
s
b
u
r
y

興
冬
新
エ
業
的
中
心
を
飓
倒
せ
ん
ど
し
た
。
.

.の

市

場

を

、經
，、

同

市

の

各

織

物

仕

上

業

に

供

輪

す

'
べ

き

!
而
し
て
國
富
に
占
む
る
所
、
益
々
大
>/

」

な
れ
る
諸H
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m五

號

j

H
六

業
•か
極
力
都
市
に
集
中
せ
ら
る
べ
し
ミ
は
十
：六
世
紀
論 

客
の
主
張
に
し
て
、

X
多

数

の

法

制

の

：
中
：
導

的

主

義

：で 

あ
る

o:へ-
.ン
リ
ー
八
世
^
.治
世
ょ
り
エ
.タ
.ザ
<
ス
.
の

即 

位
に
到
る
間
の
、
常
に
僧
加
せ
る
爾
法
制
は
田
舍
に
於 

け
る
工
業
に
到
し
て
都
市
工
業
を
保
難
す
る
を
目

的

ヾ

」 

b
て
居
る
。

.例
：令

、
利

布

の

cloth 
一
 e

r

の
®
中

に

，エ

業

の

支

配

權

を 

收
め
田
舍
の
工
業
の
發
雄
を
阻
止
せ
ん
マ」

す
る
を
主
た 

る
目
的
マ」

す
る
一
五
五
五
年
に
於
け
るW

eave
r
s
" A

c
t

,
 

の
如
き
，實
に
斯
る
政
策
を
示
す
好
適
例
で
あ
る
。
ハ
 

win : 

Industrial 

Organisation p
.

O0
7
-9
W p. 

I
0
O
I
0
2
)

該

weavers. A
c
t

に
日
く
、英
國
減
匠
♦か
從
來
、資 

力
に
常
むQ

o
t
h
i
e
r

の
稲
々
に
彼
等
を
腿
迫
す
る
を
嘆 

願
せ
る
に
ょ
れ
ば
、C

l
o
t
h
i
e
r

は
成
は
自
家
に
多
數
の

織
機
を
備
へ
不
熟
練
の
職
人
を
艏
ひ
て
、
織
布
の
技
術
：
 

を
修
め
た
.る
多
數
の
親
方
エ
E
の
困
^
を
招
き
。
或
は 

織
機
を
其
{華
中
に
買
占
奶
資
カ
な
き
親
方
ェ
肢
の
i

l

得
ざ
る
不
法
の
使
用
料
を
，以
て
貨
與
し
、
成
は
從
來
ょ 

k

も
頗
る
低
額
の
賃
銀
を
以
て
織
布
及
其
他
の
織
物
製 

造
を
行
は
し
め
、
斯
く
て
彼
等
工
匠
は
、
向
己
の
修
め
，

た
る
技
術
及
職
を
捨
つ
る
の
已
む
を
得
ざ
る
化
到
つ
た

>
云
ふ
。

:.
に

.

•

玆
K
於
て
、
以
上
諸
項
の1

敗
ざ
し
て
左
の
鼪
項
が
へ 

制
定
せ
ら
れ
た
。

一
、
都

市(city 

or 

corporate 

or 

market t
o
w
n
)

外
に
住
む
織
物
業
者
は
同
時
に
一
事
以
V
 

上
の
織
機
を
自
宅
に
備
，へ
：又
は
所
有
す
ベ
か
ら
ず
、
如 

何
な
る
方
法
に
於
て
も
織
機
或
は
織
機
を
備
ふ
る
家
屋
':
.

を
他
^
貸

與

し

て

利

得

を

#

^

か

ら

ず

二

 

'
田

舍

に

在

：
::
:「

へ 

る
織
底
は
ニ
個
以
上
の
織
機
を
備
へ
或
は 
一
S

以
上
の
：
 

織
機
ょ
b
利
得
を
得
べ
か
ら
ず
プ
三
、
織
E
は

洗

張

場

:
 

を
有
丨
.又
は
洗
張H

或
は
，染
物H

の
.業
を
な
す
こ
ビ

あ
：
 

る

：べ
：
か

ら

ず

。
：
四

'
洗
張
エ
は
自
家
に
織
機
を
備
へ
又
.:
::
:
'
 

は
所
有
す
•ベ
か
ら
す
。
，五
、
都
市
又
は
過
去
十
#
間
織 

物
製
造
が
一
般
に
行
は
れ
た
る
地
以
外
に
於
て
は
大
幅

の
織
物
を
製
造
す
ベ
か
ら
す
。六
、都
市
外
の
織
底
は
ニ
業
の
發
達
を
制
限
せ
ん
ど
企
つ
る
も
の
に
し
て
。
ニ
は 

人
以
上
の
徙
弟
を
有
す
べ
か
ら
す
。
七
、
今
後
柯
人
も
特
に
徒
弟
に
關
す
る
規
足
に
よ
り
て
、.
善
设
な
る
技
術 

最

短

、

七

^
-
の

徒

弟

年

規

を

修

了

し

た

る

後

は

あ

ら

ざ

を
維
持
せ
ん
，> 
ぞ
.を
目
的
.

V。

す

る
も
の
。
及111、
I織
機 

れ
は
織
物
製
造
の
職
を
營
ひ
べ
か
ら
ず
。
八
、
以

上

の

の

：所
有
並
に
贷
與
に
關
す
る
條
項
等
で
あ
る
。

'

謝
规
定
は
北
部
諸
州
に
は
適
用
せ
史
。
"ミ
し
、
各
項
；

w
e
a
v
e
r
s
r
A
c
t

に
示
す
所
に
よ
り
、

一
の
ェ
場
に
多 

に
典
の
違
.反
者
に
對
す
る
副
金
額
を
规
定
し
て
.居
る
。
.\

數
の
職
人
を
*
傭
、
■他
役
し
た
冬
，が
如
く
な
る
も
”
常
，
 

A
s
H
e
y
: 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

History 

v
o
l
.
I
I
.

 

p. 

2
3 

|

時
斯
る
生
產
方
法
は
必
す
し
も
絕
對
的
の
必
耍
il
T

k
あ 

3-4. 

Bland " 

KngrLsh 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

History p. 

3
2
0
- 2
) 

|

ら
ざ
り
し
が
故
に
、
右
の
條
令
に
よ
り
て
よ
く
禁
止
し 

M
に
?
ニ
五
五
七
部
以
後
に
於
て
は
各
種
の
毛
織
物
は\

得
た
る
も
、
：資
本
家
の
發
達
を
阻
止
し
、
田
舍
に
於
け 

悉
く
、
都
市
又
は
過
去
十
.年
間
織
物
製
造
の
行
は
：れ
れ
一
る
織
物
業
を
禁
せ
んV

J
t
6

H
u
d
o
r

 

.
王

朝

の

政

策

は 

る
地
、
以
外
に
於
て
は「

切
V
.M
.販
賣
の
目
的
を
以
て
製
一
何
等
の
效
な
く
、
十
七
1±
«
初
顷
に
於
て
、
織
物
製
造 

.造
す
ベ
か
ら
^V」

せ
ら
れ
た
。
 

\

ル
、
堪
に
都
市
に
限
ら
る
、
，こ
2

な
く
、
全
國
到
る
所 

而
し
て
、
沿
の
如
き
諸
條
令
ば
都
市
“
及
は
す
し
て
、\

の
材
落
に
も
行
は
れ
て
厨
る
、(

>
^
運

前

揭

P. 

235丨 

琢
ら
田
舍
の
工
業
に
對
1

、
又
資
本
象
の
勢
カ
0:
微

弱

6
. 

Lipson:

前

揭p. 

2
2
7
) 

：

'

な
る
北
部
諸
州
に
®
行
を
見
^'S.

の
で
あ
る
。T

u
d

o
r

斯
く
資
本
家
れ
る
0
1
0̂

0*
7
を
中
心
ミ
せ
る
往
產
組

朝
に
於
け
る
、
此
種
の
諸
條
令
を
大
：體
次
の
如
き
三
項
織
^
於
て
_ェ
!£
は
如
何
^
る
地
位
に
立
つ
や
、
*
ら
織

. 

.

.

.

. 

.

.

. 

.

. 

. 

. 

....

に
歸
す
を

Zマ」

が
出
來
る
。f

は
、
II
I
舍

に

於

け

る

ェE
w
e
a
v
e
r

に
就
き
で
見
る
。
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第

五

虎一

三
八

•
 

. 

.

.

. 

'
 

.
 

'
 

•
 

'
 

•
 

.

.

.

.

;.
'
£
部
地
方
亿
於
て
«
、
.
_匠
^
 ̂

行
ふ
を
得
る
が
故
に
、

1

度
、
不
景
氣V」

な
る
時
は
、
 

用
ひ
ず
し
て
、
贽
本
家
に
藤
傭
せ
ら
れ
’て
資
本
家
に
ょ
資
力
に
富
むC

l
o
s
e
r
:

は
/

V

尙
エ
肢
に
職
を
與
へ
て
、
 

b
て
供
給
せ
ら
れ
た
る
財
料
に
て
製
作
す
るc 

Q

o

g

h織
物
を
蔷
藏
し
て
：恢
復
細
を
祿
つ
M

e
あ
る
も
、
多
く 

が
給
す
る
織
絲
を
一
定
の
形
式
に
織
る
べ
き
を
契
約
は
、
需
耍
あ
る
ま
で
織
物
の
製
歡
を
廢
す
る
を
以
て
、 

し
、
.其
織
絲
を
自
宅
|;
運
び
诌
家
に
て
製
造
し
た
る
後
織
瓱
等
は
失
職
I
、
農
事
繁
忙
の
期
に
は
、
m

*
に
® 

之
を
歷
主
に
返
附
し
て
興
勞
龈
を
受
け
る
。
材
料
に
所
.j

は
れ
て
細
ロ
を
繫
ぐ
も
、
^

槳
に
ょ
る
勞
銀
は
極
め
て 

有
權
な
さ
も
荷
、

一
般
に
織
機
を
所
有
す
る
” 

：

，
|
少
な
く
、：
又
座
職
の
生
活
は
直
ち
に
月
外
の
勞
働
に
堪 

.
通
例
織
匠
は
1
人
の
顧
主
に
限
ら
ず
し
て
、
同
時
に
|
え
令
頗
る
窮
.境
に
陷
る
” 

.四
五
人
の
观
生
に
歷
，傭
甘
.ら

.れ
る
。
從
て
、
|
人
の
.
:.
從
'

ー
|

王
朝
並
ぢ
^
^
^

Q

l

e

rに
業
務
の
.不
振
な
る
時
は
直
ち
に
他
の
雇
主I

.

景
氣
の
時
に
も
、;
尙
歷
主
は
エ
匠
を
解
傭
す
べ
か
ら
す 

を
求
め
又
自
己
の
好
む
所
の
仕
^
を
の
み
選
む
を
得
、| 

S
し
、
，

Privy 

c
ouncii,(

樞
密
院)

■は
治
安
判
事
等
を 

M
ぐ
職
を
求
む
る
を一

人
の
雁
主
の
み
に
限
ら
ざ
る
/.
し
て
、
或
は
门
^

ぞ̂
を
召
集
し
て
、
喂
人
を
碑
*
し 

は

エ

|$
の
漪
立
の
精
|̂

を
高
む
る
等
の
利
益
あ
る
も
、\

て
、
衣
食
の
途
を
失
ふ
こ
ど
セ
か
し
め
ん
こ
ど
を
求 

«
主
の
方
面
ょ
り
見
れ
ば
、
仕
事
の
遲

延
並
に
、
仕
事
め
し
め
、

」

或
は
商
人
を
召
集
し
て
、
：尙、
續
い
て
辟
入 

多
&

*
合
に
も
、
雇
主
は
直
，ち
に
充
分
の
H

E
を
^
し

を

^
す
べ
き
こ
ど
を
命
穸
る
餘
の
手
^
を
行
9
た
。
而 

得
な
い
等
の
不
利
益
を
見
る
o
' 

^

^
te
ie
外
國
市
場
を
有
す
る
英
國
織
物H

業
が
、
成
は 

::
;
:®
冬
、
Q

l

e

r枝
小
資
本
を
以
て
も
、
其

業

務

を

.戰
淨
等
の
源
.因
に
ょ
り
て
需
要
の
杜
絕
に
遇
ム
«
合
に

於
て
如
W
に
有
力
な
る
王
權
を
以
て
じ
て
も
、
尙

多

數

出

す

。斯
く
の
如
き
は
、西
部
地
方
に
行
は
る
るdome-: 

者
の
失
職
を
防
止
す
る
こ
^
は
出
來
な
か
つ
た
の
で
あ
.
迕
。S

y
s
t
e
m

の
幼
稚
な
る
狀
態
に
あ
る
も
の
に
し
て
、 

る

へ

(
U
p
s
o
n

前
揭>
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P. 

I
0OO
ムO

.
A
S
M
e
y

決
し
て
、
、ギ
て
ト
組
織
^
同

一

な

る

も

の

で

な

い

:0
ギ 

前

揭P
:

 2
3
1- 2

)

'

>

ゲ
ド
組
織
の
下
に
於
て
は
織
物
エ
業
全
班
を
通
や
る
支 

以
上
は
*
ら
ィ
ン
グ
ラ
シ
ド
西
部
地
方
及
朿
部
地
方
|
.:
.配
的
中
：心
を
な
す
も
の
な
く
、
各
過
程
の
H

E
は
谷
ぶ 

に
於
け
る
進
步
せ
る
生
產
組
織
の
下
に
於
'け
る
諸
狀
態
：|

獨
立
の
地
位
に
立
つ
■も
の
で
あ
る
。
ぃ 

に
就
き
て
述
べ
し
も
、
北
部
地
方
に
於
て
は
稍
々
異
れ|

 

:

北
部
地
方
に
於
，け
る
斯
る
生
產
紙
織
に
於
てd

o
B
e
-

 

る
狀
德
を
示
す
。
 

j 

Stic manufacturers

ば
殆V」

資
本
を
必
耍
ビ
せ
ず
、
織 

丨
北
部
地
方
に
於
て
はQ

o
s
e
r

をdomestic m
a
n
u
-

 

|

機
及
其
他
の
器
具
も
製
又
は
極
め
て
廉
愤
に
購
入
し 

facturer

ビ
*
し
、
®
部
地
方
に
於
け
るC

l
o
t
H
e
r

及
得
ら
れ
從
て
職
人
も
容
易
に
其
地
位
に
上
り
得
る
の
途 

織
匠
i

じ
か
ら
ず
、
.即
、:■
材
料
並
に
織
機
を
有
す
る
一
が
開
か
れ
て
居
る
。：；

點
に
於
て
极
者
ビ
異
：り
、
エ
«
§
^
は
商
業
的
資
本
家
_

:
以
上
述
ぶ
4
所
は
、
英
國
織
物
工
業
に
於
て
、
十
五
：
 

に
あ
ら
ず
し
て
寧
ろ
手
エ
業
者
れ
る
點
に
於
で
前
者
ビ\

世
®
以
後
、
.次

第

に

行

は

れ

來
:(
)
し

ぎ

生

鹿

組

織

に

於 

異
.る
：o 

,

.

.
 

.
:
.
' 

:
:

け
る
諸
狀
態
の
槪
耍
で
あ
る
0

.

■
此
家
內
製
造
業
者
は
商
人
ょ
り
羊
毛
を
購
入
し
，
自 

.
;
:
:

家
に
て
、其
家
族
及
職
人
等
ご
共
に
、織
物
製
造
の
各
過 

十

'

:

:

程
.を
悉
く
行
ひ
た
る
後
、
旣
製
の
織
物
.̂
し
て
Ti
l
場
に
十
六
世
紀
以
後
の
織
物

H

業
發
達
の
上
に
大
な
る
貢

第
十
六
卷(

七一九

」

：
雜
錄
英
國
羊
弔
工
業
の
發
逯
と

Merchant A
f
a
t
a
i
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第

十

六

卷

.

C

七

1
1
〇

)

雜

錄

雄

國

牟

毛

丁

•業

爪

献
を
次
せ
る
は
、
宗
敎
改
革
後
の
新
敎
徒
迫
害
よ
b
生 

せ
る
、
ニ
丨
デ
ル
ラ
ブ
ト
方
面
よ
6

0
移
住
民
で
あ
る
o
 

此
移
住
に
於
げ
'る
主
要
原
因
は
宗
敎
的
原
因
に
し
て
、
 

興
主
；た
る
目
的
は
其
職
業
に
特
に
利
益
あ
る
地
を
求
め 

ん
ビ
す
る
に
非
ず
し
て
、
自
己
の
信
仰
を
保
ち
得
る
の 

地
を
得
ん
ビ
す
る
に
あ
る
。
其
移
住
地
は
諸
國
に
百f 

み
、
英
國
は
唯
其一

部
で
あ
る
。

之

等

の

移

使

民

は

.
一

度

M
a

r
y

女

皇

に

よ

り

て

英

國

 

外

に

退

去

を

命

せ

ら

れ

^ .
も

V

エ
リ
ザ
、

ベ
ス
の
即
位
ど 

す

に

復

齡

し

、

ie
に
其
後
の

」

一
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
に
^

け 

る

宗
敎
的
壓

迫

は

益

々

其

英

國

移

住

を

增

圳

せ

し

む

る
 

の

結

果

ビ

な

っ

た

。

旣

ド

記

せ

る

如

く

：英

國

產

織

物

に

 

し

て

輪

出

せ

ら

る

る

も

の

は

殆

ど

全

部

仕
上

せ

ず

、

染
 

め

ず

し

て

輸

出

せ

ら

れ

、

英

_

エ

肢

の

技

術

は

、

未

だ
 

大

陸

に

於

け

る

織

物

エ

業

に

比

し

て

劣

づ

て

居

っ

た

。

而

し

て

：ニ

ー

.、デ

ル

ラ

シ

ド

よ

b
移

住

じ
來

れ

る

工

匠

は
 

優

秀

矿

る

技

術

を

有

す

る

も

の

な

る

が

^

に

、

宗

敎

汾

狹
逄w

 

m
e
r
c
h
a
n
t

 

A
d
v
e
n
t
u
r
e
r
s

 

客
H

 

一

>
T
O

 

原
因
以
外
、
.
國
赏
に
貢
献
す
る
も
の
な
り
ど
の
11

山
を 

以
て
、
英
國
政
府
の
歎
迎
す
る
所
ビ
な
り
、
英
國
織
物 

X :

業
の
發
達
に
：|
新
_

を
劃
す
る
> J

ビ
、
な
つ
た
。
當 

初
彼
等
は
、
地
方
H

K

に
よ
り
て
反
威
を
蒙
り
し
も
、

\ 
■仿

十
ザ
の
後
に
於
て
は
、
其
在
住
に
よ
り
て
生
^
る
利 

益
に
就
さ
、
何
人
も
疑
を
容
る
、
の
餘
地
を
認
め
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。

一.
.
.
.
. 

• 

, . 

•' 

... 

.+•

\

之
等
移
住
エ

匠

の

技

術

を

俟

ち

，て

初

め

て

可

能

£

な 

一
れ
る
.
精
巧
な
る
織
物
を
製
造
す
る
所
謂n

e
w

 drape- 

一
 

9
の
中
心
地
ど
し
て
.Norwich. 

Colchester̂

 

L
o
n
d
-

| 

orv Canterbury” 

Stamford’ 

Sandwich, 

Thetford;

| 

Y
a
r
m
o
u
t
h
,

を
擧
げ
る
。
殊
に
'No

r
w
i
c
h

は
®
诚
、

一
火
^
の
難
及
工
匠
の
都
市
外
へ
の
移
動
に
よ
り
、
十
五 

世
紀
初
頭
に
，，於
て
英
國
第
二
の
，大
都
泔
た

り

し

も

の
 

.
が

、
：
五

十

年

を

出

で

す

し

‘て

第

六

位

に

下

り

.
、
’
市

場

も
 

頗
る
衰
颓
す
る
に
到
つ
た
メ

茲
に
於
で
同
市
は
、
新
移 

.住
坟
を
迎
へ
て
、
其
衰
連
を
挽
间
せ
ん
^
;し
、

一
五
六

.1

年
ォ
ラ
ン
ダ
の

織
匠
三
十
家
族
を
迎
へ
た
。
而
し
て 

同
市
に
移
住
し
來
る
外
阈
エ
眩
败
る
多
く
一 

五

六

，八

年
 

に
於
て
は
約
千
五
西
人
忙
上
り
、
翌
年
に
於
て
殆V」

三 

千
人
に
達
し
HI
に
同
七1.

一
年
に
於
て
同
市
に
在
る
外
國 

エ
E
、
四
千
人
を
下
ら
す
、
七
八
年
頃
に
於
て
は
六
千 

人
に
逯
す
る
夥
し
き
移
住
を
.示
し
て
居
る
。

N
o
r
w
i
c
h

は
之
等
多
.教
の
移
住
民
に
ょ
り
て
、
典
繁 

榮
を
囘
復
し
得
た
り
し
に
も

：

係
ら
す
、
同
市
のH

.

匠
組

は
、

十

七

枇
|0
は

於

け

る

織

物

エ

業

の

狀

態

€

共

じ

班 

に
稿
を
新
に
し
て
述
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

:
十
七
世
紀
を
通
じ
て
織
物
エ
業
は
何
英
國
國
锫
の
基 

礎
で
あ
り
、
各
產
業
の
中
心
で
あ
る
。
而
し
て
、
7-
シ
ュ 

\

レ

ー

の

云

へ

る

如

 
<
、
英
隞
社
會
史
に
羊
毛
工
業
の
占 

一
む
る
地
#
を
知
ら
ん
が
爲
め
^
は
、
31

'
に
十
六
世
»
に 

一
於
け
る a

g
r
a
d
s

 

revolutionv

を
^
ぬ
ベ
き
で
あ
ら
；

(
C
u
n
n
i
n
g
h
a
m
: 

Alien 

Immigrants 

to 

E
n
a
a
n
d
.

 

V

\ 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

,

:

合
は
尙
、
小
地
方
的
利
書
に
拘
は
れ
て
、
外
_
エ
底
に| 

137-71. 

L
l
.
p
s
o
n

前
揭
.:
p
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p
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2
1- 2

6
. 

A
s

h
k

y

前
揭 

幾
多
の
制
則
束
純
を
加
へ
ん
ビ
じ
、
兩
者
の
^
議
を
生\  
P
-
. 237141V 

p
.'n
)
2
2

)

せ
し
め
た
。C

o
l
c
h
e
s
t
e
r

及
其
他
の
諸
地
に
於
て
略
ょ\  

:

而
し
て
以
上
十
項
を
以
て
、
十
四
世
紀
以
後
十
六
世 

同
樣
の
爭
議
を
生
じ
、
濫
：り
に
國
內
工
匠
が
小
利
害
にj

紀
に
到
る
英
國
織
物
工
業
並
に
生
ど
し
てMerchant 

執
着
す
る
は
新
ェ
業
の
.發
達
を
妨
げ
し
も
、
遂
に
新
«

一
 

Adventurers 

り
て
行
は
れ
た
る
織
物
質
^
の
諸

物
藥
.は
舊
工
業
を
驅
逐
し
れ
。
久
し
か
ら
ず
し
て
、
外 

國
H

E
は
多
數
人
民
の
中
に
併
称
：せ
ら
れ
、
英
國
の
國 

富
は
之
に
ょ
.

cv

て
著
し
く
增
進
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
？ 

而

し

てN
e
w

 

d
r
a
p
e
r
y

の
其
後
の
狻
達
に
關
し
て

狀
態
及
發
達
に
就
き
て
述
べ
た
る
は
、
織
物
エ
業
並
に 

其
賀
易
に
於
て
、J. u

n
w

B'
の

0へ
る
如
く
、
經
濟
史 

上
の
三
個
の
重
耍
點
即
'>(

：
十

)

社
會
的
分
岐
及
諸
階
級 

の
形
成
、(

ニ)

商
工
業
組
織
の
發
達
"(

三)

近
世
阈
家

m
十
六
# 

(

七 
ニ
*-
-
*

)

英M

 

牟
モ
ェ
業
の
發
ii
w M

e
r
&
a
n
t

 

A
4
v
s
t
u
r
s

第
五
號
一
四
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集
十
六
卷(

七
ニ
ニ)

維
錄
英
國
羊
弔
工
業
爪 

の
商
工
業
政
策
の
發
連
:}
:
關
し
て
、
；他
の
如
何
な
る
方 

面
に
も
優
り
て
、
最
良
の
說
明
を
得
ベ
：ぎ
が
故
で
あ
：る
。
 

(^nwip. 
•
-
U
3
.B.
C
1
S
.
. .Haxly ...English 

Cotton 

Indust3、 

Introduction p. 

2
).

苦
人
は
、
此
產
業
方
而
に
就
い
て
、
 

中
世
的
經
濟
紐
織
ょ

り
近
世
的
經
濟
組
織
に
，到
.ろ
變
S 

の
播
も
明
白
な
る
說
明
を
求
む
る
を
得
る 
で
あ
ら
，ぅ
。

旣
忙
述
べ
し
如
く
、
近
世
英
國
0
工
業
に
於
て
、
技 

術v

經
濟
ど
の
分
離
は
先
づ
羊
毛
工
業
に
生
じ
、
企
業 

家
た
る
0
1
0
&
$は
生
產
の
全
過
程
を
經
濟
上
に
«1
織 

し

、
統一

す

る

。

斯

く

て

後

の

：所

謂

「

マ
二
ユ
フ
ァ
ク
チ
：ュ 

1
ァ
し
及
機
械
的
生
產
等
の

H

場
制
度
に
ょ
る
英
國
£:

世
賢
本
主
義
的
大
丁：

業
の
發
達
も
其
端
緒
を
羊
毛
工
業 

の

domestic 

s
y
s
t
e
m

に
發
す
e
云
ふ
べ
色」

で
あ
る
。

而
し
て
、G

r
o
s
s

の
謂
へ
る
如
く
、M

e
r
c
h
a
n
t

こ
な

る
r

.t'
W 
商
人 

S 手 
H

E

t̂^
trGild. 

Merchant

i:、
工
匠
を
除
外
し
小
賣
、：

卸
商
:A
の
み
を
I抱
含
ず 

る
 

C
o
m
p
a
n
i
e
s

 

o
£

 

M

e

r

c

h

a

n

t

s

t

l

c

T

、

w

: :
1、

社
.d

て
ik
立
せ
ら
れ
、
後
V

株
式
會
社
と
な
れ
る
♦;

英 

國
東
印
度
兪
社
等
化
關
す
る
諸
問
題
に
就
て
は
他
H
を 

湖
す
ベ
く

し
て
、本
稿
に
於
て

述
ぶ
べ
き
で
な
い
o(

完)

师
亂
木
.#作

成

|;
當
リ
、
恩
師
阿
部
先
决
|:
秫
々
の
御
指

_

4 >
跫

け

、

,4
r

© .
豫
め
御

校

四

4 >
賜

ゆ

つ

r:
o
筋

^

|1
;
殺

|:
原
く
御
禮

4 »
^

上
げ

ね

. 

ば

な

ら

5

0
又

、
長

く

此

赞

し

い

、本

稿

の

た

め

に

貴

茁

な

紙
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て
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に
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用
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述
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又
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械
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n
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n
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到
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n
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濟
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